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ボ
ン
ベ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
の
病
理
学
総

論
オ
ラ
ン
ダ
語
講
義
ノ
ー
ト
は
松
江
赤
十
字
病
院
に
あ
っ
た
も

の
で
、
ボ
ン
ベ
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
日
本
人
の
弟
子
が

筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
長
崎
医
科
大
学
貴
重
図

書
ｚ
巳
匡
の
朋
百
氏
（
ポ
ン
ペ
）
講
述
の
原
病
総
論
と
よ
く
一

致
し
、
ポ
ン
ペ
の
オ
ラ
ン
ダ
講
義
ノ
ー
ト
を
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
旨
言
⑫
国
邑
鴨
著
の
蘭
訳
匿
鴨
日
開
局
勺
呉
言
さ
四
⑦

の
閂
唱
邑
呂
堅
扇
巨
畠
房
（
扇
念
）
と
ポ
ン
ペ
の
病
理
学
総

論
オ
ラ
ン
ダ
語
講
義
ノ
ー
ト
と
は
そ
の
内
容
が
良
い
一
致
を
示

し
た
。
し
か
し
ノ
ー
ト
の
内
容
は
竺
鴨
ョ
開
国
の
国
鳥
５
百
号

で
始
ま
り
、
原
典
の
順
序
ど
お
り
に
各
章
を
簡
略
に
要
約
し
た

６
ボ
ン
ベ
の
病
理
学
総
論
オ
ラ
ン
ダ
語
講
義

ノ
ー
ト
の
研
究

ワ
』

相
川
忠
臣
・
ハ
ル
ム
ボ
イ
ケ
ル
ス

ぃ
長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

・
医
学
部
生
理
学
第
一

刀
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
医
史
学
教
室

も
の
で
あ
っ
た
。

ボ
ン
ベ
は
ブ
ー
ト
ヶ
の
著
書
を
愛
読
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
「
ブ
ヅ
チ
ー
曰
く
」
と
し
て
ボ
ン
ベ
の
講
義
録
に
散
見
さ
れ

る
。
同
じ
く
松
江
に
あ
っ
た
ボ
ン
ベ
の
生
理
学
オ
ラ
ン
ダ
語
講

義
ノ
ー
ト
は
詞
○
・
口
○
且
①
『
の
と
ン
・
句
・
国
働
且
匡
冒
著
の

国
四
国
全
①
昼
匡
己
脆
ｇ
計
旦
①
乏
臼
匡
匡
『
戸
口
二
・
①
く
四
二
口
の
。
の
①
侭
Ｃ
弓
・
め
二

三
ｇ
切
目
が
原
典
で
あ
る
が
、
生
殖
の
項
の
み
は
卑
旦
．
芦
三
匡
印

国
匡
・
晩
①
・
の
【
◎
耳
画
①
頤
ユ
ロ
。
⑦
民
囚
旨
○
三
Ｑ
の
３
ｚ
里
匡
匡
『
天
匡
二
・
①

く
四
国
号
冨
巨
ｇ
の
ｇ
の
両
①
厨
房
国
◎
農
の
三
か
ら
四
五
ペ
ー
ジ

の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
ン
デ
ル
ス
と
ボ
ー
ド

イ
ン
の
教
科
書
は
、
神
経
生
理
学
と
生
殖
を
含
ん
で
い
な
い
。

こ
の
た
め
に
ボ
ン
ベ
は
生
殖
の
項
を
ブ
ー
ト
ヶ
の
生
理
学
教
科

書
で
補
い
、
解
剖
学
で
神
経
解
剖
学
を
か
な
り
詳
細
に
講
義
し

た
。
し
か
し
新
興
の
神
経
生
理
学
を
講
義
し
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
生
理
学
に
造
詣
の
深
い
ブ
ー
ト
ヶ
に
よ
る
生
理

学
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
病
理
総
論
（
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
名
参

照
）
を
選
択
し
た
の
で
、
原
病
総
論
の
序
論
で
神
経
に
つ
い
て

多
く
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
体
中
各
部
交
感
、
コ
ン
タ
ク

ト
シ
ン
パ
シ
ー
、
レ
フ
レ
ク
シ
ー
、
神
経
両
体
平
均
を
為
す
と
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反
対
を
為
す
の
事
件
、
神
経
系
統
な
ど
で
あ
る
。
病
徴
論
の
中

で
も
、
運
動
の
病
や
覚
知
、
感
触
、
意
志
之
疾
患
で
神
経
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
神
経
の
電
気
刺
激
で
自
律
神
経

や
体
性
運
動
神
経
の
役
割
が
明
確
に
な
っ
た
の
は
一
八
五
○
年

代
で
あ
る
。
一
八
五
七
年
来
日
の
ポ
ン
ペ
は
そ
の
よ
う
な
新
知

見
を
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
心
臓
神
経
の
電
気

刺
激
に
ふ
れ
て
い
る
の
で
一
八
四
六
年
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
兄
弟
に

よ
る
心
臓
神
経
の
電
気
刺
激
に
つ
い
て
は
不
完
全
な
が
ら
知
識

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ボ
ン
ベ
の
跡
を
継
い
だ
ボ
ー
ド
ィ
ン

は
一
八
六
二
年
に
来
日
、
生
理
学
の
講
義
で
、
電
気
生
理
に
よ

る
新
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
神
経
生
理
学
と
生
殖
を
教
え
た
。
迷

走
神
経
の
電
気
刺
激
に
よ
り
心
拍
数
を
減
少
し
、
交
感
神
経
に

よ
り
心
拍
数
が
増
加
し
て
、
迷
走
神
経
と
交
感
神
経
は
全
く
反

対
の
運
営
を
為
す
と
述
べ
て
い
る
。
一
八
七
○
年
、
ボ
ー
ド
ィ

ン
は
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
大
学
東
校
に
招
聰
さ
れ

て
神
経
生
理
学
の
講
義
を
教
え
、
日
講
紀
聞
と
し
て
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
内
容
は
長
崎
で
の
講
義
よ
り
整
然
と
し
て
い
る
。
島

村
鼎
甫
は
日
講
紀
聞
の
序
文
で
「
殊
に
神
経
論
の
如
き
は
漸
く

近
今
に
至
り
て
愈
其
精
確
を
得
る
所
な
れ
ば
未
だ
之
を
專
ら
に

講
ず
る
人
鮮
な
し
、
故
に
（
抱
氏
）
に
今
委
嘱
し
て
神
経
及
飲

食
の
二
編
を
講
じ
」
と
ボ
ー
ド
ィ
ン
の
神
経
生
理
学
の
講
義
の

意
義
を
述
べ
て
い
る
。

原
病
総
論
の
後
半
は
現
在
の
衛
生
学
に
近
い
内
容
で
あ
る
。

「
外
因
の
失
常
の
病
原
と
な
る
を
論
ず
」
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食

物
、
気
候
、
光
線
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
、
「
体
中
機
運
の
変
じ

て
病
因
た
る
も
の
を
論
ず
」
で
は
労
働
、
伝
来
病
、
年
齢
、
小

児
成
人
、
男
女
と
病
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
産
業
と
病
籍
、

居
所
に
よ
る
な
ど
の
項
も
あ
る
。


